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1深山　祐先生のご退職にあたって
杉 渕 忠 基
深山先生は亜細亜大学が創立された 1941 年に北海道でお生まれになり
ました。本学との浅からぬご縁の始まりでした。本学には 1971 年に教養
部助手として赴任されてから、41 年の長きにわたり、その強い信念と粘
り強さで教育・研究を追求し、温かい心と責任感を持って役職を務めてこ
られました。
深山先生は本学の教授であるとともに日本基督教団国分寺南教会の牧師
でもあります。信仰を抜きにして本学での深山先生を語ることはできませ
ん。
ご担当科目は英語科目を中心に、「言語と文化」などで、聖書の歴史を
講じられたり、新・旧約聖書で使われている言語そのものに関しても講じ
られてきました。昭和の終わりには教養部の英語教員として、当時斬新な
試みとして注目を浴びたフレッシュマン・イングリッシュの導入に尽力さ
れました。１年次に月曜から金曜まで毎日 45 分間行われるこの英語の授
業は、現在に至るまで全学部で実施されております。また、この時期、本
学は亜細亜大学アメリカプログラム（AUAP）という海外留学制度を全国
に先駆けて立ち上げましたが、教養部の英語教員として同僚・事務局の
方々と手を携えて、現在もあるこの制度の礎を築かれました。
本学が大きな躍進を遂げた平成の初めには旧教養部教務主任を務めら
れ、本学発展の一翼を担われました。教養部時代には、現在の英語教育セ
ンターの前身である英語教育研究所長、その後、経済学部に旧教養部から
2分属されてからは英語教育センター所長を務められました。研究所やセン
ターの長として、感謝とねぎらいの言葉は絶えることはありませんでした。
探究心は衰えることがなく、近年、本学国際関係学部の英語教職課程が
開設され、英文学の概論をご担当されることになったのを機に、英文学を
再度、大学院で学び始められました。これまで『英訳聖書の系譜をたずね
て』や『英訳聖書小史』という著書に研究をまとめられてきましたが、こ
の度、大学院で研鑽を積まれた成果を『バニヤンの神学思想―律法と恩
恵をめぐって』という著書にまとめられました。これは博士課程に提出さ
れた学位論文がもとになっています。深山先生は 2011 年に博士号を取得
されました。学術奨励制度によって 1年を研究に費やす期間があったとは
いえ、研究期間終了後には、学内の授業や英語の入試問題にかかわる全体
のとりまとめ、加えて、各種委員としての会議などに忙殺されながら、学
位論文を執筆し、博士号を取得されたのは、信仰心に支えられた強い信念
と粘り強さの賜物に違いありません。
さらに、このように多忙を極めながらも、クリスチャンとして他者に仕
えるということを実践されてきました。その一つが、1985 年から始めら
れた府中刑務所での教誨師としての奉仕活動でした。教誨師としての活動
が認められ、2006 年には藍綬褒章を授与されました。引き続き府中刑務
所での教誨師としての活動をしておられます。また、2010 年からは全国
教誨師連盟の理事を務めておられます。
深山先生のご退職にあたって、ここに記したことは、深山先生のご活動
のほんの一端に過ぎないことは言うまでもありません。ご退職後は、一層、
社会貢献の場を広げられ、ご活躍されることを信じて疑いません。
これまでのご厚情に心より感謝致します。お身体に留意され、健康な
日々を送られることを祈念しております。
